








































































































また，雑誌URBANISTICA No.116 (Istituto Nazionale di Urbanistica, 2001)はその大部分をローマ市都市







































































5） 念 の た め 類 型 の 名 称 を 原 語 で 記 し て お く。 順 に，Tessuti di origine melievale / T. di espanzione 
rinascimentale e moderna pre-unitalia / T. di ristrutturazione urbanistica otto-novecentesca / T. di 
espanzione otto-novecentesca ad isolato / T. di espanzione otto-novecentesca a lottizzazione edilizia 
puntiforme / T. di espanzione novecentesca a fronti continue / T. di espanzione novecentesca a 
lottizzazione edilizia puntiforme / T. di espanzione novecentesca ad impianto moderno e unitario / Edifici 











































図１　ローマ市市壁地区の整備計画（Ambito di programmazione strategica Mura- obiettivi）
（注）１．原図の縮尺は１万分の１である。
























































8） Piazza Montecitorio，Piazza Trevi，Via Jiulia，Via di San Francesca a Ripaなど。なお，卓抜したデザ
イン感覚と意思によってローマの都市計画を立案したとされるのが教皇シクストゥス５世 Sixtus Ⅴ （在
位，1585-90）で，市中にオベリスクと記念柱を配置しそれらを道路で結ぶことにより，巡礼路の回廊化
や都市パーステクティヴの確保を目指したのである（ギーディオン 1969 p.119）。そしてそれに続く17世
紀は，ローマの都市建設が精力的に推進された時代であった。Richard Krautheimer, The Rome Of 
Alexander VII 1655-1667 (Princeton University Press, 1985) はその様子を具体的に活写しているが，都市
ローマに強い個性を与えたのはこの時代のバロック様式であり，同書は，バロック時代が残したものだけ
でなく，ローマが帯びている社会的な特性を理解するうえでも非常に有益である。　














けではない。ユリウス２世 JuliusⅡ，レオ10世 LeoⅩのような教皇，ラファエロ・サンツィオ 
Raffaello Sanzio（彼は1515年８月に教皇庁古物監督官 Commissariato delle Antichitàに任命された）
やその仲間の考古学者などが遺産の損傷を防ぐ必要を訴えた（Lanciani 1899 p. 211-212）。しかし，



















13） 古 代 ロ ー マ の 遺 産 が ど の よ う に 損 傷・ 破 壊 さ れ て い っ た か に つ い て は，Rodolfo Lanciani, The 





































都市と地域の再生へ」同誌 p. 37-44である。また，Mario Manieri Ella（2001）La Città storica struttura 






































































19） このような認識からいち早く近代都市計画を批判したのは，ジェイン・ジェイコブズ Jane Jacobs The 































































































の手引き Guida per la qualità degli interventi」が用意された。その構成を示すのが図２である。
まず，コントロールする対象は図の中央上にある三つのシステム─集住システム Sistema 
insediattivo，環境システム Sistema ambientale，社会インフラシステム Sistema dei servizi e delle 
infurastrutture─である。そして，これらをコントロールするための装置として，システムを統合
調整するしくみ（Stralci del Piano Regolatore，図の右上），場所の質的な状態を示すしくみ（質の
調査書 Carta per la qualità，図の左中央），具体的な介入を選択するための指針（歴史回復のため























































































































































































































































































「イタリア都市計画法制の私的考察（上）─「私的土地所有権制限論」序説」『島大法学』Vol.37 No.4 p. 
39-71及び岡本詔治（1994b）「イタリア都市計画法制の私的考察（下）─「私的土地所有権制限論」序説」
『島大法学』Vol.38 No.1 p.47-87である。また，イタリアにおける都市計画制限の法理については，
Lorenzo Casini教授（ローマ大学建築・地域・環境デザイン学部Dipartimento di Design, Tecnologia dell’
































































史を語る』（刀水書房，2008年）及びMario Manieri Ella,(2001) La Città storica struttura identificante, 
URBANISTICA No.116 (Istituto Nazionale di Urbanistica) p.109-116で あ る。 ま た，Francesco Giovetti



































31） Giuseppe Vasiに よ るLe magnificenze di Roma（1747-1762，10巻 ） 及 びGiambattista Piranesiに よ る































Morton, A Traveller in Rome (Da Campo Press, 1957) ，マリオ・プラーツ『ローマ百景Ⅰ・Ⅱ─建築と美
































Buonarrotiによる古代ローマ遺跡の改造である。彼は，ディオクレチアヌス浴場 Terme di 
Diocleziano跡に残っていた大浴室を教会 Santa Maria degli Angeliに改造したが（完成は死後），遺
跡の外形を損うことなくその内部にギリシャ十字形集中式プランによる大空間を実現した
（Ackerman 1961 p. 260-268）。その後ミケランジェロの意図にはなかったバロック装飾が加えられ
ているが，それを除けば，再構築された大空間は公共的な雰囲気を漂わせていて，大浴室の空間性
を継承しているかのごとくである。
35） イタリアの「文化財及び環境財に関する法規定の統一法典 Testo unico delle disposizioni legislative in 
materia di beni cuturali e ambientali（1999年法律490号）」34条に規定された修復の定義。この法典は，修
復の理論を基盤にして制定された。

























































































































































ただいたパオラ・ファリーニ Paola Falini教授（ローマ大学建築・地域・環境デザイン学部 Dipartimento di 
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